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	米国におけるＡ型肝炎集団感染

米国ペンシルベニア州での、緑色玉ねぎによるＡ型肝炎集団感染について１１月２２日過ぎに新聞等で大きく報道されました。このたび、１１月２８日付け、米国疾病対策センター（ＣＤＣ）の疫学週報（ＭＭＷＲ）に調査報告が掲載されましたので、概要をお知らせします。

雑誌名　ＭＭＷＲ　November 28,2003/52(47); 1155-1157
書　名　Hepatitis A Outbreak Associated with Green Onions at a Restaurant --- Monaca, Pennsylvania, 2003（レストランでの緑色玉ねぎが関連したＡ型肝炎集団感染‥‥2003年ペンシルベニア州Monaca）

発生場所  ペンシルベニア州Monaca（ピッツバーグ郊外）のレストランＡ
感染者数  11月20日現在、概算で555人がA型肝炎に感染し、レストランAの従業員が少なくても13人含まれる。レストランAで食事をした６州75地域。３人が死亡しました。A型肝炎感染者のウイルスのRNAについて、配列分析をしたところ、３つのウイルスともＲＮＡ配列が同一であった。
感染源  A型肝炎感染者207人から聞き取り調査。レストランAで食事をしてから２～６週間後に発症（A型肝炎としては典型的な潜伏期間）し、発症した日は10月14日から11月17日でした。207人は９月14日から10月17日の間にレストランAで食事をしていました。そのうち181人は10月３～６日にレストランAで食事をしていた。レストランAの全ての感染した従業員は10月26日以降に発症しており、集団感染の原因は調理従業員ではないと考えられた。しかしながら、10月下旬から11月初旬にかけて、これらの発症した調理従業員はレストランAにおいて感染したかもしれない時期に働いていた。このため、これらの期間においてレストランAで食事をした人、あるいは集団感染者に接触した人、約9,000人に免疫グロブリンが投与された。このレストランは閉店した。

原因食品  133のメニューのうちmild salsa とchili con queso（ともにメキシコ料理）が病気に大変関連していた。mild salsaは患者の94％が、chili con quesoは患者の15％が食べていた。両方のメニューは未加熱あるいは僅かしか加熱していない緑色玉ねぎを含んでいた。mild salsaを食べていない11人の患者では、７人は緑色玉ねぎを含んだ52のメニューのうち少なくても一つを食べていた。患者は同様に白い玉ねぎを含んだメニューも食べていた。しかし、白い玉ねぎを食べた176人の患者のうち174人（99％）が緑色玉ねぎも食べていた。４人の患者と28人の参考者（非発症者）は緑色玉ねぎを食べてなく、白い玉ねぎだけを使ったhot salsa（加熱食品）は病気との関連はなかった。

入荷・調理方法  緑色玉ねぎは複数の小さな束（１束あたり6－8の緑色玉ねぎ）が入った8.5ポンド箱で入荷していた。個々の箱は開封で、束は立てられて（根が下）、出荷の際に氷を含んだバケツで冷蔵されていた。緑色玉ねぎは５日以内の保存で処理され、玉ねぎ束のまま洗浄され､根を切って輪ゴムを取り外した。個々の箱から出された緑色玉ねぎは、約8つに機械で切り刻まれた。切り刻まれた緑色玉ねぎは、約2日の間冷蔵されていた。

原産地  日付けによる遡り調査の結果、緑色玉ねぎの生産者はメキシコの１つ以上の農場であることが判明した。レストランＡに納入された緑色玉ねぎはメキシコで栽培されたものと考えられた。

他の集団発生との関連  2003年9月に緑色玉ねぎに関連したテネシー、ジョージア、ノースカロライナでのＡ型集団感染者から得られたウイルス遺伝子配列と大変よく類似していた。これらの配列は米国とメキシコとの国境付近の住民そしてメキシコから戻った旅行者のA型肝炎感染者から採取された配列と同一か非常に類似していて、メキシコが原因と考えられた。メキシコの３農場の生の緑色玉ねぎがテネシーとジョージアの集団感染に関係していた。（翻訳 笈川）
緑色玉ねぎ：地下茎が丸くなる「わけぎ」等の地上部分で、細ねぎと考えられます。(笈川)
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